
 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年６月２８日以降、華中から日本海を通って北日本に停滞していた前線は７月４日にか

け北海道付近に北上した後、７月５日には西日本まで南下してその後停滞しました。また、６月２９

日に日本の南で発生した台風第７号は東シナ海を北上し、対馬海峡付近で進路を北東に変えた

後、７月４日１５時に日本海で温帯低気圧に変わりました。 

  前線や台風第７号の影響により、日本付近に暖かく非常に湿った空気が供給され続け、西日本

を中心に全国的に広い範囲で記録的な大雨となりました。 

  ６月２８日から７月８日までの総降水量が四国地方で１８００ミリ、東海地方で１２００ミリを超え

るところがあるなど、７月の月降水量平年値の２～４倍となる大雨となったところがありました。ま

た、九州北部、四国、中国、近畿、東海、北海道地方の多くの観測地点で２４、４８、７２時間降水量

の値が観測史上第１位となるなど、広い範囲における長時間の記録的な大雨となりました。この大

雨について、岐阜県、京都府、兵庫県、岡山県、鳥取県、広島県、愛媛県、高知県、福岡県、佐賀

県、長崎県の１府１０県に特別警報を発表し、最大限の警戒を呼びかけました。 

  風については、台風第７号の通過に伴い、沖縄から西日本で７月１日から５日にかけて最大風

速２０メートルを超える非常に強い風を観測しました。また、沖縄・奄美から九州地方にかけて海は

大しけとなりました。 

 

 

 

 

  これらの影響で、河川の氾濫、浸水害、土砂災害等が発生し、死者、行方不明者が多数となる甚

大な災害となりまし。また、全国各地で断水や電話の不通等ライフラインに被害が発生したほか、

鉄道の運休等の交通障害が発生しました。 

平成30年7月豪雨（前線及び台風第７号による大雨等）被害状況 

 死者224名、行方不明者8名、負傷者459名（重傷113名、軽傷343名、程度不明3名） 

 住家全壊6,758棟、半壊10,878棟、一部破損3,917棟 

 床上浸水8,567棟、床下浸水21,913棟など 

（平成30年11月6日現在、平成30年度消防白書より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【梅雨明けはいつ頃になりそう？】 

平年の梅雨明けは、太平洋高気圧の勢力が増すと、梅雨前線も北上していき平年では沖縄や奄

美で６月下旬ごろに梅雨明けを迎えます。本州では７月中旬～下旬ごろに梅雨明けを迎えて、本格

的な夏へと季節は移っていきます。今年の梅雨明けは太平洋高気圧の本州付近への張り出しはそ

れほど強くなく、梅雨前線の北上は平年並みの予想です。梅雨明けは平年より遅いところがありま

すが、平年並みか平年より早い梅雨明けとなるところが多くなりそうです。 
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令和５年７月１１日（火）発行 
校長 栗 原 博 巳 

北九州市小倉北区白萩町８番１号 
HP: www.kita9.ed.jp/itabitsu-j/ 

＜学校教育目標＞ 
自立 ・ 共生～自立心にあふれ、他を思いやる心をもった生徒の
育成～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 「時を守り、場を清め、礼を正す」生徒（凡事徹底） 
② 自ら考え、正しく判断し、進んで学習や諸活動に取り組む生徒
（自立） 

③ 思いやりの心をもち、協力し合って集団生活の向上に努める
生徒（共生） 

④ 与えられた仕事に対し、役割を果たすことのできる生徒（責
任） 

板 櫃 
いたびつ ＜校訓＞ 

真理の探究 
自主躍進 

平成３０年７月豪雨（気象庁命名）の記憶 
 

校長先生も木曜日から日曜日まで学校（当時は洞北中学校）に泊まり込んでいましたが、金曜

日の朝はとても恐怖を感じました。短時間でみるみるうちに学校の前の水路の水位が上昇し、田ん

ぼはあっという間に見えなくなりました。バイパスや芦屋に抜ける幹線道路も冠水し、とても走れる状

態ではありませんでした。頭では分かっていても、いざ現場を目の前にすると混乱すると思います。こ

の豪雨を「他山の石」と考えず、日頃から意識していくことが大切だと感じました。 


